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 脳動脈難縮があるか1否かは古くからi驚1搬ざれてきた。FOエ・bのS等は骨窓漆により,脳軟膜ぽH,
 管は機械的及ぴ電気的刺戟によつて収縮すると述べ洗が,反対意見もある。一方,大脳動脈輪附
 近の動脈は率幾械杓打撃や電黛灼刺戟で著明に1反締すると云われている。又,脳動脈の薬物に対す
 る反応については,塩パパ,プロカインの拡張作用と㎡珪液,血清,セロトニンの収縮作田につい
 ては研究者の意見がほぼ一致しているが・ノルアド,アドレナリン,GO2の効、果については意
 見、が一致していない。以上の研究は殆どが小脳テント上の脳動脈に関するもので,テント下弊に
 頭蓋内椎骨脳底動脈系(脳底離動脈と略)については2～3の報告しか児られ支い。Echiin
 11965)はネンプタール麻酔サノレの脳底冊瑚辰は機械灼打撃,自家血液及ぴ幡冑,セロトニ
 ンの局所使甲で収縮すると述べたが,この他には脳底部動脈に慰する薬物の効果を論じた報告は
 末だ憂・られない様である。私は脳底部動脈靱縮の有無を確かめる目的でネコの脳底部動脈を露出
 し,種々の薬物を主にr自1簿外から局所的に作用させてその雷1群径に対する効果を直視下に獅察し
 た。更に,暢間膜趨管に於いても同様の鴇察を行左つた。〔実験方法〕丁,脳底邪血管の露出:
 ラ躍ナール年睡摯∫トコを青龍に1尋喧し前頭総正中1頭身で入る。気管食道を親爺翻揃而の筋群を尾憾て剥難
 し後頭FL第4順精3D前:訂を・F舞う取り,硬膜を注意,:柔く開くと脳1美音躍F暖が露出す'る。クモ罵勲t覆面莫と同じ
 .絶さブaナ切羽したウ1L腸青奢漠ごn貿の露出:中渡部iEplコ切開後事鵬を引出し,緊張のかからぬ様に生食水
 ガーゼの上に置㌧(た・111・記録法譲別ングをつ嚇加うで畦距忌i隼から緯ド舘聴撮影
 を行たい,又大腿動脈よリカテーテルを挿入して俵寵圧を連続的に測定した。坪,刺激方法:機械
 的打撃(ストロークど嘗)と薬理的刺戟を行康つた。薬理爵勺刺戟は,局所優i用,充満,静脈1内・没
 年で行なった。局所使用け薬物を滲み込詫せた・」・綿球を目的部位に置き,充満は視野全休を薬物
 で満たし,何れもr分後生食水で充分に洗滌した。静脈内投与は1同に臼.2mεを使用した。笥
 弔した薬物は対照として生理食塊水を用いた外,自家血腋及ひ血清更.に市販のものとして七口トニ
 ン(御伽君L訂P臼騨窺),アセチルコリン侍。η鞭),ノルアド(1解版の,
 アドレナリン(1泌娩),塩パパ(40規5紀),ペルカミン(0.05あ1であり,この外に
 樋口%02・5祝02は鍛内チューブから非再呼吸却ひ特別}職人させた.亡実撫繰〕
 1脳底部動脈,1)生理食塩水:局所使用,充満,静脈内投一与で動脈径に変化は衰く伏1佃王魂、
 不変であった。2)スト=・一ク:刺戟部に限局した著明な収縮が起こり,1外役に根イ直に摩し,
 7～10分後に回復した。5〕日案戸TL蔽及び血清:局所使飼及び充満で,血液及び血清の接触
 部に著明な収縮が1昔亜こつ一例。4、+・トニン:癌所使用で視野内の動脈は全般的に収縮した。5〕
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 ATP:局所鋳用て碧明友限局性収縮が起こった。尚ATPの謝喋のみでは収縮が起こらなかっ
 た。以上1)～5)の実験中,休止L圧に変動は浸かった06、Ach:局所痩用で痔に収縮,噂
 に拡張が見られ,効果が一慶し友かつた。低融鷺ては一過讐,軽輩の下降が見られた。7〕ノル
 了ド,アドレナリン:共に局所'鑑日では動派径にも体血圧には変化はないが,静脈内投与では床
 面t圧の一・遇蝿萄.上昇に伴って動脈径が一一凋÷翁軽度に拡張した08}塩パパ:局所使甲及び静脈
 内投■与で動1…夜は全般的に砦q月に拡張したり伽血1圧は局所横冊痔は不変であったが・静脈内投与聯.
 には持続的下降傾向を示した。9)ベルカミン:局所使用で動派は全般的に拡張したが,休血圧,
 呼吸,派数に変化はなかった。10)100%02:動派径は不・聖で,依αIL圧も変動し丘かつた。
 11)5%OO2・:動脈は拡張する場合もあ凱変化しない場合もあった。蜘llL圧は一定の傾向
 を示さなかった。窪2):脳底部静脈は以..ヒの如何なる刺戟にも反応せず,その径は常に一定で
 あった。E・腸間膜佑L膏に対してはストローク,A・TP,ノルァド,塩パパを何れも局所的に使
 用したが,ストローク,ノルアドでは蔑膜の有鮮にかかわらず動静脈共に収縮し,塩パパでは動
 静脈共に不変であったが,ATPの場合は腹膜のあ芸)時は静脈のみ,腹1幽Z)安い場合は動静脈共
 に収縮した。〔考案〕脳動脈は筋稲がゼ葦ぐ,車中往交・妃の少ない事がその解剖学・杓有事徴とされて居
 り,攣縮否定説の一つ¢)根拠と准っていろ。しがし,脳磯部動脈はそれ白身強力な収縮能を持ち,
 種々の刺戟に対して反応する事は以」二の実験讐.果から明らかであZ〕。総括的に見れば,作用機序
 に充分な説明のなされていないものもあるが,スト・一ク,自家1血液及び巾L清,セ・トニンク)脳
 底離動脈収縮作用と塩パパ,局麻剤の動脈拡張作用については従来の報告と聞様であった。しか
 し,げ且管毎3長剤として知られるATPの局所使絹で動派収縮の1宅こる鋸及ぴ同じぐAchが畦に
 [反縮,噂に拡張を来たナ事は,現在海淵資した眠り文献土突潔見られない所で,興味ある現象で
 ある。又,ATP,ストロールが脳底i駆動脈と腸間膜輪t等で共1て1退縮作F日を示マ、,,塩パパは脳底
 部動脈ては'肱鵬隔間膜llll等では鯉効であったのに対し,ノルアドは脳底端動脈では無効,腸間
 膜血管で収縮を示した事は,面罵ぜTl帯の構築上の蘇蝿を考えろ時,甚だ興味ある関電であろ。更
 iて,その原因噸い青煮f乍甲樫亀序1蔵ともの・・く,ラボナール菌極争ネコの脳!荘芋雑{1㍉B暇ヒt吾重々の荊悼琢てよっ
 て著明に牧笛し,元の直径の50%に至る事尋)あった。かがる内腔の狭窄はr血流量の大巾乖低下
 を来たし,その結果,器位によっては脳の血流降等を起こす可能性が充外考えられろ。この実験
 結果は脳底部動脈の収縮能の存在と共に,脳寝部動脈硬縮の可能1'tをも示していろ。
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 審査結果の裂旨
 tli,諌的に脳1血.彫瀦鋸、わせる專態粥擦される1てか㌧わらず,脚轍が有旨細脈収縮するか
 どり;δ、については意見がわかれ、て居り,薬物1に対する反.応についても異論が多い。特冗揺底勤躰
 及榔滑翻弄=のぢ麟に・轡珊究.鯖1んど.見ら才厳い。刷醗劇・猟刎永蝿備一格か否か朔
 らかにする磨的で猫の脳底部効豚を1,馨出して・こ二rま・が直接的素心激によってどめように反.応ずるか
 を}呪察したものであ・る。
 実験動物として猫42匹を用い,ラボナール麻酔,気管切開より挿入のチューブによる調節呼
 吸一下に実、1娩行っている。!i蔽部.跡嚥出の為に緒独自の方法紡棄した・i{防搬郷灼気
 融び食道を離断し,鄭痢卵).筋群と廻晦方に灘1麟転レ簸に鋤讐聯・後刷艶切除
 硬膜クモ膜を切開して脳底動豚及び頭蓋内雑骨動脈を露出した。なお㌧対照としてネコの揚絹1漠
 1功静豚の刺激に対'する反能性も観察している。
 収、1、宿の有無、耽輝度の観徽,血管の近鞭スケールを襲・いて.刺激前後に一麟覇か瞬誤
 撮影を行い,写真上'でt血管の径を:計測している。刺激に1な機敏曲殖1激として血管に対するスト・
 一ク,薬理的刺,敵としては生埋食塩水を対照として,自家血液,血清,セ・トニン、ムTP,フ'
 セテルコリン.、ノルアドレナリン,アドレナリン、塩酸ババペリン,ペルカミンを3縮片に滲み
 こませて1fユ着:.ヒに,置き,又は親野内1て.充満して1分蘭作眉させた談に生理食塩水で1先渡して・そ・
 、こ)後,、つ血管緕の変化を経r寺誓1勺に観察した。また気管内チューブよ参,'190%025%CO2を
 非ヰ・1・呼改法で1渉1収した場合が),反応についても観察しているp
 .以上のf喪葬`下に自家1血液,血清,セ・トニン,&TPの局所使用1感休廷且圧に変動を与えること
 なく,脳底音5・功赫の・見～(著占を・来した。j霊パノく,ペノレカミンの局所便用1ぱ1衣血圧の∫変一.1!なし{て,脳底
 !儲豚の拡張麿来した。アセチールヨリンの局弓台庭弄再で1砿収縮、拡張イ草々で'～定1頃向を示さなかっ
 た。薬剤の全・身投..与1寺にはfご段藻圧の変1妨による二次的(受動的)な変・化を見たのみであづ)た。
 樋脇O把測歴に瀦一んど変化敏、5%CO21蟷馨肢菰振弼邑ること樋'つたが・全く海ヒ乙『).
 、兇∈)農ないこともあった。静1泳1噛t三,々の刺激冗対して一定の!頃向が。建,られなかった。対1惚とした
 腸間膜惚.管の反応は,脳底部勃詠と必ずしも一敗せず・特に幅ババ・ノルァドレナリンの局所使
 1一酔.仁,両血管に於いて全く反対の反応を示した。
 以..と鋤成績から,脳底部1切ll裾ま』'這の寧!激によって明らかに攣縮を,起すことを災証し,七月反
 応,・1t既の体血管の反i菰と.興る,春,があり,一部の・冬春去て対して1'し〔二≧('粥反する反.応性を示す興味,ら
 る{一iポ.i蔓を・b封力寸言⊂し.重て【、へる。
 この点本…ウ1究は脳鱗.帳生理又はせの病理tて大いに'面欲するものて,学位授与に療する。
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